
職務経歴書（広告代理店営業のサンプル）
2010年12月2日　現在
氏名:○○ ○○
■職務概要
大学卒業後、株式会社○○に入社し営業部へ配属となる。飲料メーカー、食品メーカー、総合電機メーカー等のクライアントを担当し、広告・プロモーションの企画立案から提案を実施。クライアント窓口としてメディアプランやプロモーション戦略の企画提案、プロジェクトの進行管理計画策定から実施まで、全ての実務に携わりました。また新規アカウントの開拓も積極的に行い、20××年に新規開拓した担当クライアントを半年で×億円のアカウントへと成長させるなど実績を残しました。200×年×月よりブランドコンサルティング部門へ異動となり企業ブランドの策定を中心としたコンサルティング業務に従事し、化粧品メーカーの企業ブランド構築業務を担当しておりました。20××年×月、実績が認められアカウントディレクターとして×名の後輩の指導・育成を任されております。
■会社概要


■職務経歴

20××年×月　　株式会社○○入社

20××年×月　　研修終了後　□□営業本部に配属
20××年×月　　△△部へ異動

20××年×月　　アカウントディレクターへ昇格、現在に至る
◆20××年×月～20××年×月　○○営業本部　営業□課
担当クライアント ： ○○株式会社

プロジェクト内容　：　清涼飲料水の年間広告・プロモーションを担当。


TVCF、雑誌広告、ストアPOP、WEBプロモーションの立案と実施。

実績　　　　　　　　： 20××年×月に新キャンペーン「△△」の10社競合コンペにおいて勝利し、担当商品カテゴリを拡大させることに成功。年間アカウントを×億円から×億円に拡大させることができました。
担当クライアント　： 株式会社○○
プロジェクト内容 ：　「△△」拡販の為のTVCF制作、販売促進のプランニング、イベントの

企画・実施、キャンペーンの企画、実施運営

実績
：　クライアントの年間宣伝費予算の内、××％を受注。

担当クライアント ： ○○株式会社

プロジェクト内容 ： 化粧品のTVCMの企画・制作、インターネットプロモーションの企画、店頭プロモーションの企画・実施など全般に携わりました。プロモーションの企画にあたってはリサーチ部門と協業し、20代～40代の女性消費者をターゲットに市場調査を実施。調査結果から広告のコンセプトの決定と販売戦略を提案。

実績
： 新商品「△△」が広告好感度調査×位に選ばれ、商品売上も当初のフォーキャストを×××％上回る実績を出すことに貢献。顧客からの信頼を得、次年度プロモーションも指名で依頼頂くことができました。
◆20××年×月～　現在　□□部　第△課

担当クライアント ： ○○株式会社

プロジェクト内容 ： ブランド資産洗い出しの為の定量調査および定性調査の設計・実施。課題解決のための施策立案、キャンペーン企画・実施、プロジェクトの予算管理を担当。

実績
： 関東地域におけるブランド認知率90％以上を達成、以後の継続的な案件受注につなぐことができました。
■自己PR
これまで広告代理業に携わる中で心掛けてきたことは、担当としてクライアント以上に商品の魅力を深く理解しながらも、売り手視点中心になってしまわぬよう常に消費者の視点に立った訴求を続けることです。これによって瞬間的な広告効果ではなく、中長期にわたる商品のブランド力向上を追求して参りました。それがクライアントからパートナーとしての信頼を得ることにつながり、その後の継続的な取引につながっていると自負しております。広範な業界のクライアントを担当する中で身に付けた幅広い業界知識も活かし、即戦力として貴社に貢献して参りたいと考えております。

以上
株式会社○○（20××年×月～現在）


資本金		：　××××万円


売上		：　約××億円（20××年度）


従業員		：　××××名 （20××年×月現在）


事業概要	：　広告代理店業務／広告宣伝に関する企画、立案、制作／広告効果の調査・分析





自動的に本日の日付になります









